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脚肋間刷ｌ…州州

敬
老
の
日
・

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。

水
巻
町
で
は
、
各
地
区
ご
と
に
分
か

れ
て
、
お
祝
い
の
催
し
物
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
頃
未
地
区
（
写
真
）
で
は
、
十

一
時
の
開
会
前
か
ら
、
小
雨
ま
じ
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
お
と
し
よ
り

が
町
民
会
館
に
つ
め
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
記
念
品
や
お
弁
当
な
ど
を

い
た
だ
き
、
世
話
人
の
か
た
が
た
の
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
さ

か
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
、
現
代
風
に
改
っ
た
歌
詞
の
〝
水
巻

音
頭
〟
に
な
つ
か
し
そ
う
に
聞
き
い
っ

て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
日
だ
け
を
〝
敬
老

の
日
〟
と
す
る
こ
と
な
く
、
長
寿
国
日

本
の
現
実
を
み
つ
め
、
自
分
の
こ
と
と

し
て
真
剣
に
老
後
問
題
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

円
内
（
写
真
）
は
、
百
歳
を
む
か
え

ら
れ
る
伊
左
座
の
永
沼
マ
サ
ノ
さ
ん
（

前
号
で
紹
介
）
に
お
祝
い
に
か
け
つ
け

た
伊
藤
町
長
。

町の人　口

8月未現在（）は昨年比

人　口　25，677（＋600）

男12，454（＋　317）

女13，223（＋　283）

世帯数　7．776（＋　287）

町の面積10．82嘘
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族
絶
滅
の
た
め

家
庭
と
社
会
が
立
ち
上
ろ
う

折
尾
署
で
は
、
暴
走
族
に
対
し
て
、
こ
て
そ
の
事
を
押
収
す
る
よ
う
に
し
て
い
　
ら
れ
ま
す
が
、
免
許
証
に
㊨
の
賂
印
が

そ
の
場
で
検
挙
で
き
な
い
望
ロ
は
、
後
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
押
さ
れ
、
そ
の
後
の
取
り
締
り
に
つ
い

日
、
違
反
者
を
＝
口
．
＝
ロ
チ
ェ
ッ
ク
し
　
も
ち
ろ
ん
、
道
交
法
の
処
罰
も
科
せ
　
て
も
厳
重
な
処
罰
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ー
ズ

水
巻
町
立
屋
敷
の
国
道
3
号
線
は
、

現
在
暴
走
族
の
拠
点
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
土
曜
日
の
午
後
か
ら
日
曜

日
の
朝
に
か
け
て
暴
走
行
為
を
く
り
か

え
し
、
群
衆
が
そ
れ
を
あ
お
り
、
大
変

危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

附
近
の
住
民
は
、
爆
竹
と
爆
音
で
眠
れ

な
い
夜
が
続
い
て
い
ま
す
。

九
月
十
七
日
、
午
前
二
時
頃
に
は
立

屋
敷
の
3
号
線
の
交
差
点
で
、
一
般
市

民
の
運
転
す
る
車
に
、
暴
走
車
が
激
突

一
人
が
死
亡
、
二
人
が
重
軽
傷
を
お
こ

す
と
い
う
大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

今
後
と
も
こ
う
い
う
大
事
故
が
い
つ

発
生
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
皆
さ
ん
の
子
供
、
兄
弟
が
い
つ
こ

の
事
故
に
巻
き
こ
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

水
巻
町
で
も
、
暴
走
族
絶
滅
の
た
め

関
係
機
関
と
協
議
し
、
恒
久
的
な
対
策

を
定
め
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
各

家
庭
、
′
職
場
、
地
区
に
お
い
て
次
の
点

に
留
意
し
実
施
を
す
る
こ
と
を
申
合
せ

ま
し
ょ
、
つ
。

一
、
暴
走
族
を
絶
対
に
地
区
か
ら
出
さ

な
い
こ
と
を
申
合
せ
ま
し
ょ
う

。
十
六
歳
頃
か
ら
二
十
歳
代
の
深
夜
外

出
は
絶
対
に
や
め
る
こ
と

。
交
友
関
係
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
　
ま

た
、
友
人
と
の
家
庭
相
互
で
連
絡
を

と
ｎ
リ
ま
し
ょ
、
つ

一
、
暴
走
族
に
た
ま
り
塙
を
提
供
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。
各
家
庭
、
事
業
所
の
広
場
、
遊
休
地

車
庫
用
地
な
ど
は
、
絶
好
の
た
ま
り

場
に
し
て
い
ま
す
。
夜
間
は
、
閉
鎖

し
て
入
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、

「

ノ

一
、
暴
走
族
の
現
場
を
見
に
行
か
な
い

よ
、
ノ
に
し
ま
し
ょ
う

。
暴
走
族
は
見
物
人
が
多
数
い
る
と
益

々
調
子
に
の
っ
て
、
暴
走
を
く
り
か

え
し
、
ひ
い
て
は
見
物
人
を
巻
き
こ

む
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
見
物
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い

暴
走
族
は
厳
罰
に

処
せ
ら
れ
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
競
技
大
会

暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ー

ズ
ン
到
来
。

九
月
十
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合

競
技
大
会
が
、
吉
田
小
学
校
で
剣
道
、

水
巻
南
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
野

球
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
会
場
に
も
選
手
、
応
援
者
が
い
っ

ぱ
い
に
つ
め
か
け
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
、
熱
気
の
あ
ふ
れ
る
な

か
好
試
合
が
展
開
さ
れ
、
応
援
者
か
ら

お
し
み
な
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
学
男
子

（
団
体
戦
）

小
学
生

中
学
生

位位位位　　位位位

原江山
島本
裕代恭
之志子
久

伊頓「吉伊
左未　　左
座　Ｂ　田座
Ａ Ａ

小
学
5
年
一
位
二
位

小
学
6
年
一
位

二
位

水
泳

8

月

2

7

日

、

伊
左
座
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

伊
左
壁
フ
ビ
ッ
ト

猪
　
熊

吉
田
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

〝

水

巻

″

久
留
米
市
延
命
プ
ー
ル

小
学
6
年

道

5

年 一
位
　
伊
左
座
Ｂ

二
位
　
吉
田
Ｃ

一
位
　
伊
左
座

二
位
　
頓
　
未

一
．

（
個
人
戦
）

小
学
4
年

小
学
5
年

′
小
学
6
年

小
学
女
子
′

一
｝

位位位位位位位

原
田
健
一
郎

関
　
隆
善

新
洞
亨
三

河
村
　
敦

後
藤
綾
考

町
田
親
俊

谷
川
和
美

バレーボール

で
第
2
1
回
県
民
体
育
大
会
（
水
泳
）
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
郡
代
表

2
1
名
が
参
加
、
渇
水
で
練
習
不
足
の
悪

条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
健
斗
し

大
全
の
最
後
を
飾
る
女
子
二
百
ｍ
混
合

リ
レ
ー
で
は
、
芦
屋
の
二
選
手
と
住
吉

千
明
（
頃
未
申
1
）
、
浅
井
可
圭
子
（

頃
末
高
1
「
選
手
が
出
場
、
栄
の
優
勝

を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
3
・
4
日
、
飯
塚
市
民

プ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
県
中
学
生
水
泳

大
全
で
も
、
次
の
と
お
り
町
代
表
選
手

が
優
勝
し
、
〝
水
泳
水
巻
〟
と
県
下
に

名
を
高
め
ま
し
た
。

Ｄ
女
子
四
百
ｍ
、
八
百
ｍ
自
由
形

住
吉
千
明
（
水
中
）

。
男
子
二
百
ｍ
、
四
百
ｍ
自
由
形

長
浜
哲
也
（
水
中
）

。
男
子
二
百
ｍ
、
四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ

ー
明
瀬
　
司
（
南
中
）

＼
小
学
4
年
一
位
二
位

伊
左
座
イ
ー
グ
ル
ス

伊
左
座
コ
ン
ド
ル

県大で優勝し
浅井さん（左
住吉さん（右

火事0政急車は691－0119番へ　警察は110番へ

．げ，
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来
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト

昭
和
5
4
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

者
の
健
康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト
を
次
の

通
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
（
昭

和
4
7
年
4
月
2
日
～
昭
和
4
8
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）
は
、
も
れ
な
く
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
日
時
『
－

。

1

0

月

1

3

日

校
区

士
蟻
㌃
紺
磁
場

1
0
月
1
7
日
（
火
曜
）
　
噴
泉
小
憩
紡
「

区
　
租
小
学
校
区
　
猪
熊
小
学
校

区
受
付
時
間
　
午
後
1
時
～
2
時

計
量
器
の

◎
と
こ
ろ
　
町
民
会
館

◎
注
意
事
項

。
当
日
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
知

の
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
こ
と

。
校
区
日
程
で
こ
ら
れ
な
い
場
合
は
他

方
の
日
で
受
け
て
く
だ
さ
い

。
幼
稚
園
、
保
育
潮
に
は
、
教
育
委
員

会
よ
り
そ
の
旨
を
連
絡
し
て
い
ま
す

。
体
の
不
自
由
な
児
童
と
知
恵
遅
れ
と

思
わ
れ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
当
日

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
教
育
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い

な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
は
、
左
記
の
と
お
り
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
、

全
員
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
ト
そ
つ
！
お

願
い
し
ま
す
。

◎
場
所
・
日
時

き
1
一
ｌ
覇

。
樋
口
公
民
館
　
　
1
0
月
1
3
日

1
0
時
～
1
2
時

。
吉
田
二
公
民
館
　
1
0
月
1
3
日

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

。
町
民
会
館
　
　
1
0
月
1
7
日

1
0
時
～
1
6
時

台
風
ｌ
・
8
号
に
よ
る
被
災
者
に

特
別
融
資
…
…
遠
賀
信
用
金
庫

定
期
検
査
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

計
量
器
は
、
計
量
法
の
種
々
の
規
制

を
受
け
て
、
正
確
な
計
量
器
の
み
が
使

用
さ
れ
ま
す
が
、
あ
る
程
度
年
月
が
き

ま
す
と
、
く
る
い
が
き
て
、
公
正
な
取

引
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

◎
融
資
限
度
緬
…
・
⊥
白
万
円
ま
で

◎
利
子
‥
・
・
・
・
…
ｌ
ｌ
Ｉ
・
、
・
年
7
％

◎
返
済
期
間
　
3
年
（
6
か
月
据
置
可
）

◎
返
済
方
法
　
元
金
均
等
ま
た
は
元
利

均
等

◎
担
保
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
原
則
と
し

て
信
用
保
証
会
社
、
自
営
業
は
保
証

協
会
の
保
証
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

ま
す

◎
受
付
期
間
　
1
0
月
㌣
日
ま
で

申
込
ま
れ
る
際
に
は
、
被
害
見
積
書

り

と
各
区
長
さ
ん
か
ら
輝
災
証
明
書
を

も
ら
っ
そ
役
場
社
会
課
ま
で
持
参
く

だ
さ
い
。

詐
欺
に
ご
注
意
…
国
民
金
融
公
庫

そ
こ
で
、
法
律
で
「
計
量
器
を
取
引

上
使
用
し
て
い
る
者
は
、
県
知
事
の
定

期
検
査
を
3
年
に
1
回
受
け
な
け
れ
ば

最
近
、
新
聞
紙
上
な
ど
で
ご
承
知
の

よ
う
に
、
当
金
庫
の
借
入
れ
申
込
み
に

際
し
不
正
な
資
料
を
作
成
し
、
警
察
に

逮
捕
さ
れ
た
事
件
、
あ
る
い
は
高
い
あ

っ
せ
ん
手
数
料
を
と
っ
て
問
題
に
な
っ

た
事
例
等
が
あ
り
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
融
資
に
関
し

て
如
何
な
る
名
目
で
あ
れ
、
手
数
料
、

調
査
費
用
等
は
一
切
不
要
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
よ
う
な
手
口
に
の
ら
な
い

よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
資
料
が
整
っ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
取
扱
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

の
で
、
不
正
な
手
段
に
よ
る
こ
と
な
く

あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ー
日
1
円
の
交
通

共
済
に
加
入
を

い
つ
で
も
加
入
が
で
き
て
、
車
高

百
万
円
の
見
舞
金
（
1
0
月
か
ら
）
の

交
通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◎
出
資
金
　
百
円
（
初
め
て
加
入
す

る
世
帯
だ
け
）

◎
掛
金
　
年
間
1
人
　
三
百
六
十
円

◎
共
済
期
間
　
1
0
月
1
日
～
9
月
3
0

口
Ｈ

老
人
交
通
共
済

満
6
5
歳
以
上
の
か
た
は
、
申
請
よ
り

掛
金
を
町
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
加

入
の
手
続
を
。
一
度
、
手
続
を
し
て

お
け
ば
、
そ
の
後
の
切
替
手
紙
は
不

要
で
す
。

外
国
人
の
か
た
も
、
水
巻
町
で
外

国
人
登
録
を
し
て
お
け
ば
加
入
で
き

ま
す
。

狂犬病予防注射

育犬登録のお知らせ

町では、昭和53年度盲犬登録

第2回（秋期）狂犬病予防注射

を次のとおり実施します。犬を

飼っているかたは、もよりの場

所でもれなく受けてください。

ト料金　登録料300円

注射代850円

ト日時と実施場所

010月16日（月曜）

午前　古賀区社宅管理事務所

午後1机公民館

。10月17日（火曜）

午前　樋口公民館

午後　猪熊町住公民館

010月18日（水曜）

午前　下二町住公民館

午後　二公民館

010月19日（木曜）

午前　吉田三公民館

午後　吉田二公民館

010月208（金曜）

午後　町民会館

時間は午前10時～11時30分

午後1時30分～3時

この日程にもれたかたは、11

月7日．午後1時～3時まで

町民会館前で行います。

たすけあいで

明るい社会を

〝
赤
い
羽
根
〟
で
親
し
ま
れ
て
い
る

共
同
募
金
が
、
全
国
一
斉
に
、
十
月
一

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

毎
年
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
募
金
は
、
子
供
の
遊
び
場
、
お

と
し
よ
り
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た

な
ど
に
有
意
義
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
囁
い
い
た
し
ま
す
。

個人向けマンション資金申込み受付中一一一一一一住宅金融公庫
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小
児
マ
ヒ
予
防
生
ワ
ク

▼
対
象
児

①
1
回
目
の
服
用
　
生
後
3
か
月
～
1
8

か
月
で
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て
な
い

子
②
2
回
Ｈ
の
服
用
　
生
後
3
か
月
～
1
8

か
月
で
1
回
し
か
服
用
し
て
な
い
子

▼
日
時
及
び
場
所

1
0
月
1
1
日
（
水
）
　
1
4
時
～
1
5
時

町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
次
に
該
当
す
る
子
供
は
の
ん
で
は
い

け
ま
せ
ん

①
熱
が
あ
る
　
②
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

③
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た

④
現
在
、
下
痢
を
し
て
い
る
　
⑤
は
し

か
な
ど
の
注
射
を
受
け
て
1
か
月
以
上

経
過
し
て
な
い
　
⑥
は
し
か
・
お
た
ふ

く
か
ぜ
・
水
痘
・
風
疹
等
に
か
か
っ
て

1
か
月
以
上
経
過
し
て
な
い

▼
注
意
事
項

。
当
日
の
朝
、
必
ず
体
温
を
計
っ
て
来

る
こ
と

。
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

。
問
診
票
を
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係

に
と
り
に
く
る
こ
と

。
問
診
票
に
捺
印
が
な
い
場
合
は
絶
対

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

幼
児
保
健
相
談
指
導

1
歳
6
か
月
は
、
子
供
の
発
達
を
観

察
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。

日
頃
、
お
母
さ
人
が
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
や
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
児
　
生
後
1
歳
6
か
月
～
1
歳

8
か
月

▼
日
時
　
1
0
月
2
日
・
1
6
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
会
場
　
　
町
民
会
館
　
日
本
間

▼
内
容
　
発
育
状
況
の
観
察
及
び
身
体

計
測
、
育
児
相
談
、
家
族
計
画

母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
の
こ
と

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

過
ぎ
し
大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た

か
た
に
対
し
、
水
巻
町
戦
没
者
合
同
慰

霊
祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ご
遺
族
を
は
じ
め
町
民
の
、
皆
さ
ま

の
ご
参
列
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
　
1
0
月
5
日
（
木
曜
）

1
0
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

県
行
政
書
士
試
験

▼
日
時
　
1
1
月
1
0
日
　
1
3
時
か
ら

▼
会
場
．
福
岡
市
内
3
か
所

▼
受
付
期
間
　
1
0
月
2
日
～
1
0
月
2
0
日

受
験
願
書
の
交
付
・
問
い
合
せ
先
は

県
地
方
課
（
℡
0
9
2
・
7
8
1
・

1

1

1

1

）

ま

で

潜
在
看
護
力

活
用
講
習
会

県
で
は
、
看
護
婦
等
不
足
対
策
の
一

環
と
し
て
、
家
庭
に
い
る
就
業
し
て
い

な
い
看
護
婦
等
を
対
象
に
講
習
会
を
行

い
、
再
就
職
に
対
す
る
認
識
と
促
進
を

は
か
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
資

格
を
お
満
ち
の
か
た
は
、
受
講
く
だ
さ

．
Ｌ
Ｙ▼
日
時
　
1
0
月
5
日
（
木
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▼
会
場
　
県
立
遠
賀
病
院

蓮
山
（
小
倉
）
墓
地
移
転

次
の
墓
地
が
道
路
災
害
復
旧
工
事
の

た
め
移
転
し
ま
す
の
で
、
縁
故
者
は
1
0

月
2
0
日
ま
で
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
墓
地
　
連
山
墓
地
（
小
倉
北
区
菜
園

2
丁
目
）

▼
連
絡
先
　
北
九
州
土
木
事
務
所
（
℡

6
9
1
・
2
7
6
1
）

住
宅
調
査
に

ご
協
力
を

こ
の
調
査
は
、
住
宅
及
び
世
帯
の
居

住
状
況
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
現
状

と
推
移
を
全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か

に
し
、
も
っ
て
住
宅
関
係
諸
施
策
の
基

礎
資
料
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

1
0
月
1
日
現
在
で
、
調
査
表
を
記
入

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
関
係
地
区
の
み

な
さ
ん
は
、
ご
迷
惑
で
し
ょ
う
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

相談は無料です

お気軽にどう　ぞ

10月のし尿汲取予定日
猪熊

区3121

ｒＴ∵ごて’丁．二．二二｛二

2日　頃未、頃未（5・12区）

3日　頃末、唐熊県住、頃未

猪熊

4日　鯉口、車返し、猪熊

5日　鯉口、御輪地、垣添、片山、猪熊

6日　ヌメリ石、本村（1・2組）、古

賀、新生街、緑風園，中央区、松

栄荘団地、頃末（18区）

7日　美富野団地、宮尾、古賀、机、立

屋敷、伊左座、中央区、商店街、

月夜待
ヽ

9日　吉田本村、二、下二、川端大橋、

＼・、ｔ　県道筋、御輪地、樋口卯月

11日　机社宅、下二町住、二町住、美吉

野団地、車返し東、樋口

12日　吉ノ下社宅、高松区、頃末（6・

11・14区）

13日　古賀区、頃未（6・11・14区）、

頃末（15・25区）、新生街（山ノ

ロ団地）

14日　吉田団地、古賀区

16日　吉田団地、古賀区、猪熊

17日　吉田団地、樋口

18日　下二、伊左座、鯉口区

19日　二、伊左座、鯉口区、猪熊町住

20日　古賀県住

21、日　樋口商店街

23日　みずほ団地

24日　みずほ団地、幼稚蘭通り

25日　幼稚園通り、梅ノ木区

26日　梅ノ木区

27白　梅ノ木区

30日　猪熊

31日　猪熊

口
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

．
三
工
経

塞
．
叫
倦
町
企
画
財
敏
課
　
（
電
話
6
。
1
－

賀　　」

十
月
の
…
配
。
腎
談

▼
日
時
　
1
0
月
7
日
・
2
6
日
は
1
3
時

～
1
6
時
3
0
分
　
1
0
月
1
6
日
は
1
0

時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
全
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

登
記
関
係
相
談

1
0
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

県
司
法
書
士
全
で
は
、
こ
の
日
を
記

念
し
て
登
記
関
係
の
無
料
相
談
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
小
倉
井
筒
屋
別
館
ハ
ウ
ジ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

県
交
通
事
故
相
談

県
で
は
、
1
0
月
か
ら
来
年
3
月
ま

で
交
通
事
故
の
巡
回
相
談
を
行
い
ま

す
。
専
門
的
な
こ
と
、
難
し
い
問
題

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
1
0
月
3
日

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
談
話
室

あなたの役場です　電話匿01）4321

印
　
刷
　
株

社

豆
芹
註
ト
．
1
．
と
　
ト
ユ


